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はじめに 

Microsoft SharePoint Server 2010（以下、SharePoint 2010）では標準機能としてバックアップ・リストア

機能が提供されています。 

本書は、SharePoint 2010における、バックアップ・リストアの方法、および手順について記載した自習書です。また、

本書では SharePoint 標準機能を利用したバックアップ・リストアに加え、System Center Data Protection 

Manager 2010（以下、SCDPM 2010）を利用したバックアップ・リストアについても対象とします。  



変更履歴 

 

バージョン リリース時期 変更内容 
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前提環境について 

 

評価用の Active Directory 環境と SharePoint サーバーが既にあることを前提環境とします。 

本自習書を記述する際に使用した前提環境は下記の通りです。 

 

            

 

・Active Directory 

 サーバーOS： Windows Server 2008 R2 Enterprise (x64) 

 サーバー名： SPS2010Farm-AD 

 サーバーの役割：AD DS、DNS 

 ドメイン名： Contoso.com 

 ドメイン機能レベル： Windows Server 2003 ネイティブ 

 

・SharePoint Server 2010 

 サーバーOS： Windows Server 2008 R2 Enterprise (x64) 

 サーバー名： SPS2010Farm-SPS 

 SharePoint Server： SharePoint Server 2010 Enterprise 

 更新プログラム： 2011年 2月の累積的な更新プログラム パッケージ 適用 

 2011 年 2月の累積的な更新プログラムに関しては以下のホームページを参照してください。

http://support.microsoft.com/kb/2475878/ja 

 

・SQL Server 2008 R2 

 サーバーOS： Windows Server 2008 R2 Enterprise (x64) 

 サーバー名： SPS2010Farm-SQL 

 SQL Server： SQL Server 2008 R2 Enterprise 

 

 また、以下のユーザーアカウントを作成しています。 

 

 contoso\Administrator ：DomainAdmins 

 contoso\spadmin ：SharePoint 2010 のシステムアカウント 

 contoso\sqladmin ：SQL Server のシステムアカウント 

  

http://support.microsoft.com/kb/2475878/ja


 

第1章 SharePoint 2010 バックアップ・リストア概要 

 

 

  



1.1 SharePoint Server 2010 バックアップ・リストアの機能 

本書では、SharePoint 2010 標準機能および SCDPM2010 を利用したバックアップについて記載しています。 

それぞれ、以下のような特徴があります。 

 SharePoint2010 標準機能によるバックアップ・リストア 

o GUI（サーバーの全体サイト管理サイト）またはコマンド（PowerShell）を利用可能 

o フルバックアップと差分バックアップが可能 

 

 SCDPM2010 によるバックアップ・リストア 

o GUI による操作が可能 

o 最大512個の回復ポイントを保持し、最短 30分ごとの保護が可能 

o データベース、サイト、リスト、ファイル単位の回復が可能 

o ディスクとテープの両方をサポート 

 

  



また、SharePoint2010標準機能と SCDPM2010 では、バックアップ・リストアが可能な単位が異なります。以下に

バックアップ・リストア可能な範囲を記載します。詳細については、次の URL を参照してください。

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc261687.aspx 

 SharePoint 2010 

標準機能 

SCDPM 2010 

ファーム ○ △（※） 

Search Service および 

その他のサービスアプリケーション 

○  

Web アプリケーション ○  

コンテンツ DB ○ ○ 

サイトコレクション ○ ○ 

サイト ○ ○ 

ライブラリ・リスト ○ ○ 

ドキュメント・リストアイテム  ○ 

リモート BLOB ストアに格納されたコンテンツ ○ ○ 

ソリューション パッケージとして展開されたカスタマイズ ○ ○ 

サーバーの全体管理または API を使用して 

Web.config に加えられた変更 

○ ○ 

構成設定 (SharePoint) ○ ○ 

ソリューション パッケージとして展開されていないカスタマ

イズ 

 ○ 

サーバーの全体管理または API を使用せずに 

Web.config に加えられた変更 

 ○ 

SharePoint で設定されていない IIS 構成  ○ 

SQL Server Reporting Services データベース  ○ 

（※）SCDPM 2010 のデータ保護機能だけでは、ファーム全体を復旧することは出来ません。サービスアプリケーショ

ンを復旧する際は、SharePoint 2010の標準機能のバックアップ・リストア機能を用いるか、サービスアプリケーションの

再構成を行う必要があります。 

 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc261687.aspx


1.2 SharePoint Server 2010 バックアップ・リストアに必要な権限 

 SharePoint 2010 のバックアップ・復元を行う前に、適切な権限を割り当てる必要があります。ここでは、バックアップ・

リストア操作に必要な権限について記載します。  

 

 SPTimerV4 Timer Service と SQL Server アカウントの権限 

o バックアップ フォルダーに対するフル コントロール権限 

SharePoint Server 2010 の Windows SharePoint Services Timer V4 (SPTimerV4) および 

SQL Server サービス アカウントは、ユーザーに代わってバックアップと復元の操作を実行します。これらのサー

ビス アカウントは、すべてのバックアップ フォルダーに対するフル コントロールの権限を必要とします。 

 Windows PowerShell でバックアップ・リストアを実行するユーザーアカウントの権限 

o データベースの SharePoint_Shell_Access ロール 

o バックアップ対象ごとに必要なグループ メンバーシップは次の表の通り 

 

ファーム コンポーネント  
ローカル コンピューターの 

Administrators グループ  

Farm 

Administrators 

SharePoint グループ  

バックアップ フォルダーに

対するフル コントロール  

ファーム 要 不要 要 

サービス アプリケーション 要 不要 要 

コンテンツ データベース 要 不要 要 

サイト コレクション 不要 要 要 

サイト、リスト、ドキュメン

ト ライブラリ 

要 不要 要 

 

 

 

 

 

 

 サーバーの全体管理でバックアップ・リストアを実行するユーザーアカウントの権限 

o バックアップ対象ごとに必要なグループ メンバーシップは次の表の通り 

 



ファーム コンポーネント  
ローカル コンピューターの 

Administrators グループ 

Farm Administrators  

SharePoint グループ 

ファーム 要 不要 

サービス アプリケーション 要 不要 

コンテンツ データベース 要 不要 

サイト コレクション 不要 要 

サイト、リスト、ドキュメント 

ライブラリ 

不要 要 

 

本書で示される手順では、以下の権限を持ったアカウントを利用しています。 

 

 SharePoint2010標準機能を利用したバックアップ・リストア 

（「サーバーの全体管理サイト」、［Windows PowerShell］ともに、以下の権限を持ったアカウントを利用し

ています。） 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ：  

o SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

o SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

 

 SCDPM2010 を利用したバックアップ・リストア 

 アカウント名 : contoso\dpmadmin 

 権限 ：  

o SCDPM サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

 

 

  



 

第2章 SharePoint 2010 標準機能を利用した 

バックアップ・リストア 

 

 

  



2.1 SharePoint Server 2010 標準機能を利用したバックアップ 

SharePoint2010 標準機能では、以下の方法でバックアップ・リストアを行うことが可能です。 

 Windows PowerShell：コマンド 

 サーバーの全体管理：GUI 

これらの手法でフルバックアップまたは差分バックアップを取得することが可能ですが、定期的に実行するようなタスク処理

には対応していません。タスクとして定期的に実行したい場合は、PowerShell で作成したコマンドを、タスクスケジューラ

等に組み込む必要があります。この方法については、「Appendix2」を参考にしてください。 

 

 SharePoint2010 の標準機能では、以下に示される単位でバックアップ・リストアを行うことが可能です。 

 

 

 本章では、SharePoint2010 標準機能である、サーバーの全体管理（GUI）とWindows PowerShell（コマ

ンド）を利用したバックアップ方法について記載します。 

 

 ここでは、事前に SharePoint サーバー上に共有フォルダー”spbackup” を作成しておき、そこにバックアップデータ

ーを保存します。  

           

  



2.1.1 SharePoint ファームのバックアップ 

SharePoint標準機能を利用したバックアップは、サーバーの全体管理（GUI）とWindows PowerShell（コマン

ド）の 2種類の方法が提供されています。ここでは、サーバーの全体管理とWindows PowerShell 両方の手順につ

いて記載します。 

 

 サーバーの全体管理サイト（GUI）からバックアップを実行する 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. サーバーの全体管理サイト上で、［バックアップと復元］を選択します。 

 

2. ［バックアップの実行］をクリックします。 

 

 

 

 



 

3. ［バックアップするコンポーネントの選択］画面で、［ファーム］を選択します。 

 

すべてのコンポーネントが選択されていることを確認し、画面下部の［次へ］をクリックします。 

4. ［バックアップの種類］［構成設定のみのバックアップ］［バックアップファイルの場所］を設定します。 

ここでは、以下のように設定します。 

 ［バックアップの種類］：［完全］ 

 ［構成設定のみのバックアップ］：［コンテンツと構成設定をバックアップ］ 

 ［バックアップファイルの場所］：「\\SP2010FARM-SPS\spbackup\FarmGUI」 

 

※ [構成設定のみのバックアップ]オプションについて 

[構成設定のみのバックアップ]オプションは、以下の 2 つから選択します。 

 コンテンツと構成設定をバックアップ 

 構成設定のみをバックアップ 

 

[構成設定のみをバックアップ]は、SharePoint ファームの構成情報のみをバックアップします。Web ア

プリケーション・コンテンツ・サービスアプリケーションなどはバックアップ対象に含まれません。 

 

 

file://SP2010FARM-SPS/spbackup/FarmGUI


 

設定内容を確認し、［バックアップの開始］をクリックします。 

5. バックアップ処理が進行します。 

6. バックアップが完了したことを確認します。 

 

 



 

 

 Windows PowerShell（コマンド）からバックアップを実行する 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <BackupFolder> -BackupMethod {Full | Differential} [-Verbose] 

 

3. バックアップが正常に完了したことを確認します。 



 

サーバーの全体管理を利用したバックアップは、必要に応じて即時にバックアップを行いたい場合に使用することができま

す。 

定期的にバックアップを実行したい場合、バックアップ用の PowerShell コマンドレットをスクリプトに記述し、タスクスケジ

ューラで定期的に実行することで対応できます。 

これから後の手順は、PowerShell のコマンドレットでバックアップを実行する手順のみ記載します。 

 

 

  



2.1.2 Web アプリケーションのバックアップ 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <BackupFolder> -BackupMethod {Full | Differential} -Item 

<WebApplicationName> [-Verbose] 

 

 

 

 

 



3. バックアップが正常に完了したことを確認します。 

 

 

  



2.1.3 コンテンツデータベースのバックアップ 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <Backup folder> -BackupMethod {Full | Differential} -Item <Content 

database name> [-Verbose]  

 

 

 

 

 



3. バックアップが正常に完了したことを確認します。 

    

 

  



2.1.4 User Profile Service のバックアップ 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <BackupFolder> -BackupMethod Full -Item Shared Services\Shared 

Service Applications\<ServiceApplicationName> [-Verbose] 

 

 

 

 

 



3. バックアップが正常に完了したことを確認します。 

 

4. サービスアプリケーションプロキシをバックアップするため、Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを

入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <BackupFolder> -BackupMethod Full -Item Shared Services\Shared 

Service Proxies\<ServiceApplicationProxyName> [-Verbose] 

 

 

 

  



5. サービスアプリケーションプロキシのバックアップが正常に完了したことを確認します。 

 

 

 

  



2.1.5 Search Service のバックアップ 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <Backup folder> -BackupMethod {Full | Differential} -Item <Search 

service application name> [-Verbose]  

 

  



3. バックアップが正常に完了したことを確認します。 

 

 

  



2.1.6 Secure Store Service のバックアップ 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <Backup folder> -BackupMethod {Full | Differential} -Item <Secure 

Store Service> [-Verbose]  

 

  



3. バックアップが正常に完了したことを確認します。 

 

 

  



2.1.7 その他サービスアプリケーションのバックアップ 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Backup-SPFarm -Directory <BackupFolder> -BackupMethod {Full | Differential} -Item 

<ServiceApplicationName> [-Verbose] 

 

  



3. バックアップが正常に完了したことを確認します。 

 

 

  



2.2 SharePoint Server 2010 標準機能を利用したリストア 

SharePoint2010 標準機能では、以下の方法でバックアップ・リストアを行うことが可能です。 

 Windows PowerShell：コマンド 

 サーバーの全体管理：GUI 

 

 SharePoint2010 の標準機能では、以下に示される単位でバックアップ・リストアを行うことが可能です。

SharePoint2010 標準機能では、ライブラリ内のアイテムやリストアイテム単位でのリストアには対応していません。これら

のリストアが必要な場合、「第 3章」に記載している SCDPM2010 が必要となります。 

 

 

 本章では、SharePoint2010 標準機能である、サーバーの全体管理（GUI）とWindows PowerShell（コマ

ンド）を利用したバックアップ方法について記載します。 

 

ここでは、事前にSharePoint サーバー上に共有フォルダー”spbackup” を作成しておき、そこに保存されたバックアッ

プデーターからリストアを行います。  

           

 

  



2.2.1 SharePoint ファームのリストア 

SharePoint 標準機能を利用したリストアは、サーバーの全体管理（GUI）と Windows PowerShell（コマンド）

の 2種類の方法が提供されています。ここでは、サーバーの全体管理とWindows PowerShell 両方の手順について

記載します。 

 

 サーバーの全体管理サイト（GUI）からリストアを実行する 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. サーバーの全体管理サイト上で、［バックアップと復元］を選択します。 

 

2. ［バックアップからの復元］をクリックします。 

 



3. ［復元するバックアップの選択］画面で、バックアップジョブ一覧から復元したいバックアップジョブを選択します。 

※ ここで表示される一覧には、サーバーの全体管理から画面操作で取得したバックアップだけでなく、PowerShell スク

リプトを用いて取得したバックアップも表示されます。 

 

選択後、画面下部の［次へ］をクリックします。 

4. ［復元するコンポーネントの選択］画面で、復元したいコンポーネントを選択します。 

 

すべてのコンポーネントが選択されていることを確認し、画面下部の［次へ］をクリックします。 

 



 

5. ［復元オプションの選択］画面で、［復元オプション］や［ログイン名とパスワード］を設定します。 

ここでは、以下のように設定します。 

  [構成設定のみを復元]：[コンテンツと構成設定を復元] 

 ［復元オプション］：［同じ構成］ 

 ［ログイン名とパスワード］-ログイン名：「CONTOSO\spadmin」  

 ［ログイン名とパスワード］-パスワード：「P@ssw0rd」  

 ［新しい名前］：（規定値） 

 

設定内容を確認し、画面下部の［復元の開始］をクリックします。 

 

※ [構成設定のみを復元]オプションについて 

[構成設定のみをを復元]オプションは、以下の 2 つから選択します。 

 コンテンツと構成設定を復元 

 構成設定のみを復元 

 

新しいハードウェアに SharePoint ファームの構成情報を復元する場合は、[構成設定のみを復元]を

選択してください。 

 

 



※ [復元オプション]オプションについて 

[復元オプション]オプションは、以下の 2 つから選択します。 

 新しい構成 

 同じ構成 

 

バックアップをした対象のコンピューター名、Web アプリケーション名、データベースサーバーが同一な場

合は、[同じ構成]を選択してください。異なる場合は、[新しい構成]を選択してください。 

 

 

6. 復元処理が実行されます。 

7. 復元が完了したことを確認します。 

 

 

 

 Windows PowerShell（コマンド）からリストアを実行する 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 



1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

 Restore-SPFarm -Directory <BackupFolder> -RestoreMethod Overwrite [-BackupId <GUID>] 

 

3. 実行確認の画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

4. 上書きの確認画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 



 

 

5. リストアするWeb アプリケーションごとに、リストアを実行する[ユーザー名]と[パスワード]を入力します。 

 

6. リストアが正常に完了したことを確認します。 

 

 

 

  



2.2.2 Web アプリケーションのリストア 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Restore-SPFarm -Directory <BackupFolder> -RestoreMethod Overwrite -Item 

<WebApplicationName> [-BackupId <GUID>] [-Verbose] 

 

BackupId を指定しない場合は、最新のバックアップが使用されます。構成専用のバックアップを使用してWebアプ

リケーションを復元できません。ファームのバックアップを表示するには、Windows PowerShell のコマンドプロンプト

で次のコマンドを入力します。 

Get-SPBackupHistory -Directory <BackupFolder> -ShowBackup [-Verbose] 

 



3. 実行確認の画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

4. 上書きの確認画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

5. リストアを実行する[ユーザー名]と[パスワード]を入力します。 

 

6. リストアが正常に完了したことを確認します。 

 



2.2.3 コンテンツデータベースのリストア 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Restore-SPFarm -Directory <BackupFolder> -RestoreMethod Overwrite -Item <Content 

database name> [-BackupId <GUID>] 

BackupId を指定しない場合は、最新のバックアップが使用されます。ファームのバックアップを表示するには、

Windows PowerShell のコマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Get-SPBackupHistory -Directory <BackupFolder> -ShowBackup [-Verbose] 

 



3. 実行確認の画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

4. 上書きの確認画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

5. リストアが正常に完了したことを確認します。 

 

 

  



2.2.4 User Profile Service のリストア 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Restore-SPFarm -Directory <BackupFolder> -Item Shared Services\Shared Services 

Applications\<ServiceApplicationName> -RecoveryMethod Overwrite [-BackupId <GUID>] 

[-Verbose] 

BackupId を指定しない場合は、最新のバックアップが使用されます。構成専用のバックアップを使用してサービスア

プリケーションを復元できません。ファームのバックアップを表示するには、Windows PowerShell のコマンドプロンプ

トで次のコマンドを入力します。 

Get-SPBackupHistory -Directory <BackupFolder> -ShowBackup [-Verbose] 



3. 実行確認の画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

4. 上書きの確認画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

5. リストアが正常に完了したことを確認します。 

 

 

  



2.2.5 Search Service のリストア 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Restore-SPFarm -Directory <Backup folder> -Item <Search service application 

name> -RecoveryMethod Overwrite [-BackupId <GUID>] [-Verbose]  

BackupId を指定しない場合は、最新のバックアップが使用されます。構成専用のバックアップを使用して検索を復

元できません。ファームのバックアップを表示するには、Windows PowerShell のコマンドプロンプトで次のコマンドを

入力します。 

Get-SPBackupHistory -Directory <BackupFolder> -ShowBackup [-Verbose] 

 



3. 実行確認の画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

4. 上書きの確認画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

5. リストアが正常に完了したことを確認します。 

 

 

 

  



2.2.6 Secure Store Service のリストア 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Restore-SPFarm -Directory <Backup folder> -Item <Secure Store Service 

name> -RecoveryMethod Overwrite [-BackupId <GUID>] [-Verbose]  

BackupId を指定しない場合は、最新のバックアップが使用されます。構成専用のバックアップを使用してサービスア

プリケーションを復元できません。ファームのバックアップを表示するには、Windows PowerShell のコマンドプロンプ

トで次のコマンドを入力します。 

Get-SPBackupHistory -Directory <BackupFolder> -ShowBackup [-Verbose] 

 



3. 実行確認の画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

4. 上書きの確認画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

5. リストアが正常に完了したことを確認します。 

 

6. パスフレーズを更新するため、Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Update-SPSecureStoreApplicationServerKey -Passphrase <Passphrase>  

  



2.2.7 その他サービスアプリケーションのリストア 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Restore-SPFarm -Directory <BackupFolder> -Item <ServiceApplicationName> -RecoveryMethod 

Overwrite [-BackupId <GUID>] [-Verbose]  

BackupId を指定しない場合は、最新のバックアップが使用されます。構成専用のバックアップを使用してサービスア

プリケーションを復元できません。ファームのバックアップを表示するには、Windows PowerShell のコマンドプロンプ

トで次のコマンドを入力します。 

Get-SPBackupHistory -Directory <BackupFolder> -ShowBackup [-Verbose] 



3. 実行確認の画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

4. 上書きの確認画面が表示されるので、[Y]を入力します。 

 

5. リストアを実行する[ユーザー名]と[パスワード]を入力します。 

 

6. リストアが正常に完了したことを確認します。 

  



 

 

第3章 System Center Data Protection Manager 

2010 を利用したバックアップ・リストア 

 

 

  



3.1 System Center Data Protection Manager 2010 の導入 

 SCDPM 2010 を利用するにあたり、SCDPMサーバーの導入およびSCDPMエージェントのインストールが必要とな

ります。本章では、SCDPMサーバーの構築、およびSharePoint サーバーへのSCDPMエージェントインストールの方

法について記載します。ここでは、以下の環境を構築します。 

 

 SharePoint2010 のバックアップを行うためには、SCDPM サーバーにレプリカ用と回復ポイント用の 2 つのボリューム

が必要です。事前に SCDPM サーバーに 2 つ以上のボリュームを準備してください。 

 

・System Center Data Protection Manager 2010 

 サーバーOS： Windows Server 2008 R2 Enterprise (x64) 

 サーバー名： SP2010Farm-DPM 

 SQL Server： SQL Server 2008 

 SCDPM： System Center Data Protection Manager 2010 

 更新プログラム： 2011年 3月の修正プログラム ロールアップパッケージ 適用 

 2011 年 3月の修正プログラム ロールアップパッケージに関しては以下のホームページを参照してください。

http://support.microsoft.com/kb/2465832/ja 

 

・SCDPM2010用アカウント ： contoso\dpmadmin 

  

http://support.microsoft.com/kb/2465832/ja


3.1.1 System Center Data Protection Manager 2010 サーバーのインストール 

ここでは、SCDPM サーバーのインストール手順について記載します。 

1. SCDPM サーバーに SCDPM2010 のディスクを挿入し、Setup.exe を実行します。 

2. ［Data Protection Manager のインストール］をクリックします。 

 

3. ［同意する］にチェックを入れ、［OK］をクリックします。 

 

4. ［ようこそ］画面で、［次へ］をクリックします。 



 

5. ［前提条件の確認］画面で、前提条件がすべてクリアされていることを確認し、［次へ］をクリックします。 

前提条件がクリアされていない場合、［次へ］をクリックすると、自動的に不足コンポーネントのインストールが行

われます。この場合、再起動が必要な場合があります。再起動後は手順 1 から再度行ってください。 

 

6. ［製品登録］画面で、［ユーザー名］と［会社名］を入力し、［次へ］をクリックします。 



 

7. ［インストールの選択］画面で、SCDPM用の SQL Server を新規インストールするか、既存 SQL Server を

利用するかを選択し、［次へ］をクリックします。 

ここでは、以下のように設定します。 

 ［SQL Serverの設定］：［SQL Server の専用のMSDPM2010 インスタンスを使用する（必要に応じて、

DPM のインストール場所にインストール）］ 

 



8. ［セキュリティの設定］画面で、パスワードを入力し、［次へ］をクリックします。 

 

9. ［Microsoft Updateのオプトイン］画面で、Microsoft Update を使用するかどうか選択し、［次へ］をクリ

ックします。 

 

10. ［カスタマー エクスペリエンス向上プログラム］に参加するかどうか選択し、［次へ］をクリックします。 



 

11. ［設定の概要］画面で、設定内容を確認し、［インストール］をクリックします。 

 



12. ［インストール］画面で、インストールが正常に完了したことを確認し、［閉じる］をクリックします。 

 

 

3.1.2 System Center Data Protection Manager エージェントのインストール 

SharePoint2010 サーバーに SCDPM2010 のエージェントをインストールする手順について記載します。

SCDPM2010 エージェントのインストールには、以下の 2 つがあります。 

 手動インストール 

 自動インストール 

ここでは、手動インストールの手順について記載します。自動インストールを行う場合は、ファイアーウォール設定等を事前

に行う必要があります。 

1. SharePoint2010 サーバーに SCDPM2010 のディスクを挿入します。 

2. ［コマンドプロンプト］を［管理者として実行］します。 

3. 「SCDPM2010 ディスクのディレクトリ」内の「Agents」フォルダーに移動し、以下のコマンドを実行します。 

DPMAgentInstaller_[プラットフォーム名].exe [DPM のサーバー名] 

ここでは、以下のように実行しています。 



 フォルダー ： D:¥Agents 

 コマンド : 「DPMAgentInstaller_x64.exe  SP2010FARM-DPM.contoso.com」 

 

4. インストールが正常に完了したことを確認し、コマンドプロンプトを終了します。 

 

 

3.1.3 System Center Data Protection Manager への接続 

SharePoint2010 サーバーで SCDPM2010 エージェントのインストール完了後、SharePoint2010 サーバーを

SCDPM へ接続する必要があります。ここでは、SCDPM への接続に必要な手順について記載します。 

1. SCDPM 2010 サーバーで［DPM2010 管理者コンソール］を起動します。 

2. ナビゲーションバーから［管理］をクリックし、［エージェント］タブを開きます。 

 



3. 右側操作ウィンドウから［インストール］を選択します。 

 

4. ［エージェントの展開方法の選択］画面で、既定のまま［次へ］をクリックします。 

 

5. ［コンピューターの選択］画面で、［コンピューター名］から SharePoint2010 サーバーを選択し、［追加］を

クリックします。 



 

 

6. ［選択されたコンピューター］に SharePoint2010 サーバーが含まれていることを確認し、［次へ］をクリックしま

す。 

 



7. ［資格情報の入力］画面で、［ユーザー名］、［パスワード］、［ドメイン名］を入力し、［次へ］をクリック

します。 

ここで入力するユーザーアカウントは、SharePoint サーバーのローカル Administrators グループに所属しているド

メインアカウントである必要があります。ここでは、以下のように実行しています。 

 ［ユーザー名］ ： spadmin 

 

8. ［概要］画面で［接続］をクリックします。 



 

9. ［インストール］画面で、結果が「成功」と表示されていることを確認し、［閉じる］をクリックします。 

 

 



3.1.4 SharePoint 実行サーバーの登録 

 SCDPM2010 でバックアップ・リストアを行う前に、SharePoint2010 サーバーが Microsoft SharePoint Server 

2010 を実行するサーバーであることを、SDCPM2010 サーバーに認識させる必要があります。ここでは、その手順につい

て記載します。 

1. ［コマンドプロンプト］を［管理者として実行］します。 

2. 「Program Files\Microsoft Data Protection Manager\DPM\bin」に移動し、以下のコマンドを実行しま

す。 

ConfigureSharePoint.exe –enableSharePointProtection 

 

3. SharePoint システムアカウントの［ユーザー名］と［パスワード］を入力します。 

 

4. 操作が成功したことを確認します。 

  



3.2 System Center Data Protection Manager 2010 を利用したバックアップ 

 SCDPM2010 を利用することで、以下のような、SharePoint2010 標準機能より高機能なバックアップを実現するこ

とが可能です。 

 バックアップ スケジューリング 

 高速なバックアップ 

 バックアップ容量の圧縮 

 テープバックアップ 

 レポート 

 

 SharePoint2010 の標準機能では、以下に示される単位でバックアップ・リストアを行うことが可能です。 

 

 本章では、SCDPM2010 を利用したバックアップ方法について記載します。SCDPM では、リストア単位でバックアッ

プ方法が異なりません。そのため、1 つのバックアップから上記の単位でリストアを行うことが可能です。 

 

 ここでは、SCDPM サーバー上に準備したディスクにバックアップを行います。 

  



 バックアップ用にディスクを構成する 

 

バックアップで使用するディスクを構成します。本手順は 1度実行しておけば、再度実行する必要はありません。 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\dpmadmin 

 権限 ： SCDPM サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

1. ［DPM 2010 管理者コンソール］を起動します。 

2. ナビゲーションバーから［管理］を選択します。 

 

3. ［操作］ウィンドウから［追加］をクリックします。 

 

4. ［記憶域プールへのディスクの追加］画面で、［利用可能なディスク］からディスクを 2 つ選択し、［追加］をクリ

ックします。 

 

5. ［選択されたディスク］にディスクが追加されたことを確認し、［OK］をクリックします。 



 

ベーシックディスクを選択した場合は、以下の警告が表示されます。ここで、［はい］をクリックすると、ダイナミックディ

スクに変換されます。 

 

6. ディスクが追加されたことを確認します。 

 

 

  



 

 バックアップを実行する 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\dpmadmin 

 権限 ： SCDPM サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

1. ［DPM 2010 管理者コンソール］を起動します。 

2. ナビゲーションバーから［保護］を選択します。 

 

3. 右側操作ウィンドウから［保護グループの作成］を選択します。 

 

  



4. ［新しい保護グループウィザードの開始］画面で［次へ］をクリックします。 

 

5. ［保護するグループの種類の選択］画面で［サーバー］を選択し、［次へ］をクリックします。 

 

 

6. ［グループメンバーの選択］画面で、SharePoint サーバーを選択し、該当するファームを選択します。 



 

設定後、［次へ］をクリックします。 

7. ［データの保護の選択］画面で、［保護グループ名］と［データの保護方法］を設定します。 

ここでは、以下のように設定します。 

 ［保護グループ名］：「SharePoin Farm」 

 ［データの保護方法］：［次を使用して短期的な保護を行う］－［ディスク］  

 

設定後、［次へ］をクリックします。 



8. ［短期的な目標値の設定］画面で［保有期間の範囲］と［アプリケーションの回復ポイント］を設定します。 

ここでは、以下のように設定します。 

 ［保有期間の範囲］：「5」日間 

 ［アプリケーションの回復ポイント］：（デフォルト）  

 

設定後、［次へ］をクリックします。 

9. ［ディスク割り当ての確認］画面でディスク領域の割り当てを行います。 

割り当てを行う場合は［新しいメンバー用のディスク領域の割り当て］から［変更］をクリックします。 



 

 ［ディスク割り当ての変更］画面で［レプリカ ボリューム］、［回復ポイントのボリューム］で使用するボリュ

ームを指定し、［OK］をクリックします。 

 

割り当てが完了したら、［ディスク割り当ての確認］画面で［次へ］をクリックします。 

 

10. ［レプリカの作成方法の選択］画面で［DPM サーバー上のレプリカ］を設定し、［次へ］をクリックします。 



 

11. ［整合性チェックオプション］を選択し、［次へ］をクリックします。 

 

 

12. ［概要］画面で設定内容を確認し、［グループの作成］をクリックします。 



 

13. ［状態］画面で、結果が［成功］となっていることを確認し、［閉じる］をクリックします。 

 

 

3.3 System Center Data Protection Manager 2010 を利用したリストア 

 SCDPM2010 を利用することで、以下のような、SharePoint2010 標準機能より高機能なリストアを実現することが



可能です。 

 ドキュメント・リストのアイテム単位のリストア 

 リストア手順の自動化 

 バックアップ履歴からのデータの検索 

 

 SharePoint2010 の標準機能では、以下に示される単位でバックアップ・リストアを行うことが可能です。

SCDPM2010では、SharePoint2010標準機能では対応していなかった、ライブラリ内のアイテムやリストアイテム単位

でのリストアに対応しています。 

 

 本章では、SCDPM2010 を利用したリストア方法について記載します。 

 ここでは、SCDPM サーバー上に準備したディスクに取得されたバックアップからリストアを行います。 

 

 

  



3.3.1 コンテンツデータベースのリストア 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\dpmadmin 

 権限 ： SCDPM サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

1. ［DPM 2010 管理者コンソール］を起動します。 

2. ナビゲーションバーから［回復］を選択します。 

 

3. 画面中央のカレンダーから、復元したい［回復ポイント］を選択します。選択後、下に［回復可能な項目］が表示さ

れます。ここから、復元対象のコンテンツデータベースを選択します。 

 

4. ［操作］ウィンドウで［回復］をクリックします。 



 

5. ［回復の選択の確認］画面で、［次へ］をクリックします。 

 

6. ［回復の種類の選択］で、［選択した Windows SharePoint Service アプリケーションの SQL Server の元のインスタ

ンスに回復する］を選択し、［次へ］をクリックします。 



 

7. ［回復オプションの指定］で、必要なオプションを選択し、［次へ］をクリックします。 

 

8. 設定内容を確認し、［回復］をクリックします。 

 



 

9. リストアが正常に完了したことを確認します。 

 

  



3.3.2 コンテンツのリストア 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\dpmadmin 

 権限 ： SCDPM サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

1. ［DPM 2010 管理者コンソール］を起動します。 

2. ナビゲーションバーから［回復］を選択します。 

 

3. 復元対象のコンテンツを選択します。ここでは、バックアップを取得した日から復元対象のコンテンツを探して選択します。 

画面左部で[参照]タブを選択した状態で、画面中央のカレンダーから、復元したい［回復ポイント］を選択します。回復

ポイントの選択後、下に［回復可能な項目］が表示されます。ここから、復元対象のコンテンツを選択します。 

 

 

  



また、上記以外の復元対象のコンテンツを選択する方法として、バックアップデータから復元対象を検索して選択する方

法があります。 

 

画面左部で[検索]タブを選択し、以下の操作を行います。 

(1)  [検索パラメータ]の[検索]の値をドロップダウンで[SharePoint]を選択します。 

(2) [SharePoint 検索]にて、検索対象・検索キーワード・SharePoint ファーム名・URL を必要に応じて入力します。 

(3) [回復ポイント]にて、復元したいタイミングの回復ポイントを開始日・終了日の範囲で指定します。 

(4) 上記の設定が完了後、[検索]ボタンをクリックし、画面右部に表示された検索結果から復元対象のコンテンツを選

択します。 

 

 

  



4. ［操作］ウィンドウで［回復］をクリックします。 

 

5. ［回復の選択の確認］画面で、［次へ］をクリックします。 

 

 

6. ［回復の種類の選択］を選択し、［次へ］をクリックします。 



ここでは、以下の設定を使用します。 

 ［回復の種類の選択］ ： ［元のサイトに回復する］ 

 

7. ［回復プロセスの選択］を選択し、［次へ］をクリックします。 

ここでは、以下の設定を使用します。 

 ［回復プロセスの選択］ ： ［回復ファームを使用しないで回復する］ 

 

8. ［一時サーバーの指定］で、コンテンツデータベースを一時的にステージングするために使用する SQL Server を指定し、



［次へ］をクリックします。 

ここでは、以下の設定を使用します。 

 ［SQL インスタンス］ ： ［SP2010FARM-SQL］ 

 ［ファイルの場所］ ： 「C:¥DPMTemp」 

 

 ここで選択する SQL Serverは、SharePoint ファームで利用している SQL Server のバージョンと同一、もしくは

より新しいバージョンである必要があります。 

9. ［ステージングの場所の指定］で、SharePoint サーバー上のファイル保存場所を入力し、［次へ］をクリックします。 

ここでは、以下の設定を使用します。 

 ［ファイルの場所］ ： 「C:¥restore¥DPMTemp」 



 

10. ［回復オプションの指定］で、必要なオプションを選択し、［次へ］をクリックします。 

 

11. 設定内容を確認し、［回復］をクリックします。 



 

12. リストアが正常に完了したことを確認します。 

  



 

 

 

第4章 カスタムソリューションのバックアップ・リストア 

 

 

  



4.1 カスタムソリューションの形式と展開方式 

 

障害復旧時にカスタムソリューションのリストアを期待通りに行うには、カスタムソリューションを「ソリューションパッケー

ジ」(.wsp ファイル)として展開することを強く推奨します。 

 

ここでは、SharePoint 2010 サイト向けのカスタムソリューションの形式と展開方式について説明します。 

 

SharePoint2010 では、Microsoft SharePoint Designer 2010 または Microsoft Visual Studio 2010 

を使用してソリューションパッケージを作成できます。ソリューションパッケージとは、展開および再利用が可能なファイルであ

って、サイトに適用されるフィーチャー (機能)、サイト定義、アセンブリのセットを含めることができ、また個別に有効または

無効にできるものです。ソリューションパッケージは「.wsp」という拡張子を持つ形式のファイルとして作成されます。 

SharePoint 2010 では、ソリューションパッケージを用いる以外にも、エクスポートしたWebパーツファイルをベースにカ

スタマイズを加えたものをアップロードして用いることや、Microsoft Visual Studio 2010 で作成したカスタムソリューショ

ンの dll をフィーチャーとしてではなく直接グローバルアセンブリキャッシュに登録して使用するようなことも可能ですが、カスタ

ムソリューションの展開状況の管理やバックアップが複雑になってしまうため、ソリューションパッケージとしてカスタムソリューシ

ョンの展開を行うことを強く推奨します。 

 

ソリューションパッケージを SharePoint に対して展開する方式は 2 つ存在します。カスタムソリューションのバックアップ・

リストアの方法は、どちらの展開方式かによって異なります。 

 

 ファームソリューション 

 ファームもしくはWeb アプリケーションレベルで展開する方式。 

 

 サンドボックスソリューション 

サイトコレクションレベルで展開を行う方式。 

 

  



4.2 ファームソリューションのバックアップ・リストア 

ここでは、ファームソリューションをバックアップ・リストアする方法について説明します。 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

 

 ファームソリューションのバックアップ 

1. ソリューションパッケージ（.wsp 形式のファイル）をファイルとしてバックアップします。ここでは、別の場所へソリューショ

ンパッケージをコピーしておくことで、バックアップとします。 

 

 

 ファームソリューションのリストア 

ファームソリューションは、構成データベースに含まれるため、SharePoint ファームのリストアで同時に復元することが可

能です。詳細な手順は、「2.2.1 SharePoint ファームのリストア」を参照してください。ただし、上記手順で正常にソリュ

ーションが展開されない場合や、ソリューションのみを個別でリストアしたい場合は、ソリューションの再展開が必要になりま

す。ソリューションの再展開は、下記の手順を参照してください。 

1. 別の場所へバックアップしておいたソリューションパッケージ（.wsp 形式のファイル）を、SharePoint サーバーにコピ

ーします。 

2. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

3. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力し、正常に完了したことを確認します。 



Add-SPSolution -LiteralPath <SolutionPath> 

 

4. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力し、正常に完了したことを確認します。 

※１つのWeb アプリケーションに展開する場合 

Install-SPSolution -Identity <SolutionName> -WebApplication <URLname> -GACDeployment 

※すべてのWeb アプリケーションに展開する場合 

Install-SPSolution -Identity <SolutionName> -AllWebApplications -time <TimeToDeploy> 

-GACDeployment  

 

5. ［サーバーの全体管理］サイトで［システム設定］－［ファームソリューションの管理］を選択します。 

 

  



6. 展開したソリューションパッケージが［展開済み］の状態となっていることを確認します。 

 

  



4.3 サンドボックスソリューションのバックアップ・リストア 

ここでは、サンドボックスソリューションをバックアップ・リストアする方法について説明します。 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

 

 コンテンツデータベースを用いたサンドボックスソリューションのバックアップ・リストア 

サンドボックスソリューションは、コンテンツデータベースに含まれるため、コンテンツデータベースまたはWebアプリケーション

のリストアで同時に復元することが可能です。詳細な手順は、「2.2.2 Web アプリケーションのリストア」、「2.2.3 コンテ

ンツデータベースのリストア」を参照してください。コンテンツデータベースのリストア後に、以下の手順を実行してソリューショ

ンの状態をアクティブにしてください。 

1. Internet Explorer でリストアする対象のサイトコレクションのトップサイトを開き、［サイトの操作］メニューで［サ

イトの設定］ー［ギャラリー］から［ソリューション］を開きます。 

 

2. [ソリューションギャラリー]の画面にて、復旧したいソリューションが表示されていることを確認します。状態が「アクティブ」とな

っていれば正常に展開がされています。下記の画面のように、状態が空白となっている場合は、そのソリューションのチェック

ボックスにチェックを入れた状態で、リボンメニューの[ソリューション]から「アクティブ化」をクリックします。  



 

3. [ソリューションギャラリー - ソリューションのアクティブ化]の画面にて、[コマンド]内にある[アクティブ化]をクリックします。 

 

4. 以下の画面にて、展開したソリューションの[状態]列が「アクティブ」と表示されていることを確認してください。 

 

 

 ソリューションパッケージからの再展開によるサンドボックスソリューションのバックアップ・リストア 

上述の通り、サンドボックスソリューションはコンテンツデータベースのバックアップ・リストアで復旧が可能ですが、何らかの

理由で操作が正常に完了しない場合は、ソリューションパッケージからの再展開が必要になります。 



1. ソリューションパッケージ（.wsp 形式のファイル）をファイルとしてバックアップします。ここでは、別の場所へソリューショ

ンパッケージをコピーしておくことで、バックアップとします。 

 

2. 別の場所へバックアップしておいたソリューションパッケージ（.wsp 形式のファイル）を、SharePoint サーバーにコピーしま

す。 

3. Internet Explorer でリストアする対象のサイトコレクションのトップサイトを開き、［サイトの操作］メニューで［サイトの

設定］ー［ギャラリー］から［ソリューション］を開きます。 

 

 

 

4. [ソリューション]画面にて、リボンメニューの[ソリューション]にある[ソリューションのアップロード]をクリックします。 



 

5. [ドキュメントのアップロード]画面にて、手順 1.でコピーしたソリューションパッケージを選択肢、[OK]をクリックします。 

 

6. [ソリューションギャラリー - ソリューションのアクティブ化]の画面にて、[コマンド]内にある[アクティブ化]をクリックします。 

 

7. 以下の画面にて、展開したソリューションの[状態]列が「アクティブ」と表示されていることを確認してください。 



 

 

（※）上述の手順は、Windows PowerShell（コマンド）からも行えます。その際の手順は以下のようになります。 

1. 別の場所へバックアップしておいたソリューションパッケージ（.wsp 形式のファイル）を、SharePoint サーバーにコピ

ーします。 

2. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 2010 

管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

3. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力し、正常に完了したことを確認します。 

Add-SPUserSolution -LiteralPath <SolutionPath> -Site <SiteURL> 

 

4. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力し、正常に完了したことを確認します。 

Install-SPUserSolution –Identity <Solution> –Site <SiteURL> 

 



5. 手順 2,3 で入力したサイトコレクションを開き、［サイトの設定］から［ギャラリー］－［ソリューション］を選択します。 

 

6. 展開したソリューションが［アクティブ］の状態となっていることを確認します。 

 

 

 

 

 



Appendix 

 

  



Appendix1. PowerShell バックアップスクリプトのタスク登録 

 サーバーの全体管理を利用したバックアップは、必要に応じて即時にバックアップを行いたい場合に使用することができま

す。定期的にバックアップを実行したい場合、バックアップ用の PowerShell コマンドレットをスクリプトに記述し、タスクスケ

ジューラで定期的に実行することで対応できます。 

 ここでは、タスクスケジューラを利用したバックアップスクリプトのタスク登録手順について記載します。 

 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. バックアップ用の PowerShell スクリプトを作成し、スクリプトファイル（”.ps1”形式のファイル）として保存します。 

※ PowerShell による詳細なスクリプト作成方法に関しては、下記のサイトを参照してください。 

   http://technet.microsoft.com/ja-jp/scriptcenter/dd742419 

2. ［タスク スケジューラ］を起動します。 

3. ［操作］ウィンドウから［基本タスクの作成］を選択します。 

 

  

http://technet.microsoft.com/ja-jp/scriptcenter/dd742419


4. ［基本タスクの作成］タブで［名前］と［説明］を入力し、［次へ］をクリックします。 

 

5. ［トリガー］タブでタスクの開始条件を設定し、［次へ］をクリックします。 

 

ここでは、［毎週］を選択しています。その場合は、［毎週］タブで開始日時、実行間隔を設定し、［次へ］を

クリックします。 

 



6. ［操作］タブで実行する操作として［プログラムの開始］を設定し、［次へ］をクリックします。 

 

7. ［プログラムの開始］タブで、手順 1.で作成したバックアップ用の PowerShell スクリプトファイル（”.ps1”形式のファイ

ル）を指定し、［次へ］をクリックします。 

 

8. 設定内容を確認し、［完了］をクリックします。 

 



Appendix2. 接続されていないコンテンツデータベースの復元 

SharePoint 2010 には、SQL Server 上に存在するが SharePoint Web アプリケーションとは関連付けられてい

ないコンテンツデータベースに接続し、そこに含まれるコンテンツを復元する機能が用意されています。復元までの流れは、

まず接続したコンテンツデータベースから対象のコンテンツのバックアップファイルを作成し、次にそのバックアップファイルを元に、

これまでの章で説明したリストア手順を行うことで対象のSharePointファーム内に復元する、という仕組みになっています。

この機能を利用することで復元することのできるコンテンツは、以下の 3種類です。 

 サイトコレクション ：サイトコレクションのバックアップ機能で取得されるのと同様の形式のバックアップファイルが作

成され、それを元にサイトコレクションの復元機能を使用して復元します。 

 サイト ： サイトのエクスポート結果と同様の形式のバックアップファイルが作成され、それを元に対象のサイトコレ

クションに対してインポートして復元します。 

 リストとライブラリ ： リストやライブラリのエクスポート結果と同様の形式のバックアップファイルが作成され、それを

元に対象のサイトコレクションに対してインポートして復元します。 

 

 本章では、非接続コンテンツデータベースの復元機能を利用した復元方法について記載します。 

     ここでは、以下のアカウントを使用します。 

 アカウント名 : contoso\spadmin 

 権限 ： SharePoint サーバーのローカル Administrators グループのメンバー 

                 SharePoint サーバーの Farm Administrators グループのメンバー 

1. サーバーの全体管理サイト上で、［バックアップと復元］を選択します。 

 

 

 

 

 

 



2. ［接続されていないコンテンツデータベースの復元］をクリックします。 

 

3. ［接続されていないコンテンツデータベースの復元］画面で、[データベース名と認証]、[実行する操作]を設定しま

す。 

ここでは、以下のように設定します。 

 ［データベース名と認証］-データベースサーバー ： 「SP2010FARM-SQL」 

 ［データベース名と認証］-データベース名 ： 「WSS_Content2」 

 ［データベース名と認証］-データベースの認証 ： [Windows 認証（推奨）] 

 ［実行する操作］ ： ［サイトコレクションのバックアップ］ 

 

設定後、画面下部の［次へ］をクリックします。 

 

4. ［サイトコレクションのバックアップ］画面で、復元するサイトコレクション、ファイルの場所を入力します。 



ここでは、以下のように設定します。 

 ［サイトコレクション］ ： 「http://sp2010farm-sps:5555/sites/teamsite02」 

 ［ファイルの場所］ ： 「sp2010farm-sps\spbackup\testsite02」 

 ［ファイルの場所］- 既存ファイルの上書き ： （チェックなし） 

 

設定後、画面下部の［バックアップの開始］をクリックします。 

5. バックアップが完了したことを確認します。 

 

 

 

6. 手順 4で指定した場所へサイトコレクションのバックアップファイルが作成されます。このバックアップファイルから復元を

行うことができます。復元方法は「2.2 章 SharePoint Server 2010 標準機能を利用したリストア」を参照してくださ



い。 

 

 

Appendix3. 障害によりクエリコンポーネントが認識されなくなった際の復元手順 

 SharePoint 2010 では、Search Service Application のトポロジ上で、クエリコンポーネントに 2 台以上割り当て

ることが可能です。何らかの障害で 1 つ以上のクエリコンポーネントがオフライン状態として認識されてしまった場合、以下

の手順で復旧することが可能です。 

 クエリコンポーネントがオフラインになっている場合、サーバーのイベントビューアーから[Windowsログ] – [アプリケーション

ログ]内に下記のようなイベントが記録されます。 

 

 またクエリコンポーネントがオフラインの状態のときは、Search Service Application の管理画面において、下記のよう

に伝達状態が「クエリサーバーから応答なし」と表示されます。 



 

1. ［スタート］メニューで［すべてのプログラム］ー［Microsoft SharePoint 2010 製品］から［SharePoint 

2010 管理シェル］をクリックします。［ユーザー アカウント制御］が表示されたら、［はい］を選択します。 

    

2. Windows PowerShell コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。 

Restart-SPEnterpriseSearchQueryComponent [-Identity] <QueryComponentPipeBind> 

[-AssignmentCollection <SPAssignmentCollection>] [-Confirm [<SwitchParameter>]] 

[-QueryTopology <QueryTopologyPipeBind>] [-SearchApplication 

<SearchServiceApplicationPipeBind>] [-WhatIf [<SwitchParameter>]] 

 ここでは、Restart-SPEnterpriseSearchQueryComponent コマンドに必要なQueryComponent を取

得するために、Get-SPEnterpriseSearchServiceApplication、



Get-SPEnterpriseSearchQueryTopology、Get-SPEnterpriseSearchQueryComponent コマンドを

使用し、オフライン状態となっているクエリコンポーネントを確認します。 

 

 上記画面では、1 つ目のクエリコンポーネントがオフラインになっていることがわかるので、そのコンポーネントをパイプ

で Restart-SPEnterpriseSearchQueryComponent に受け渡して実行します。 

 

 

3. コンポーネントが正常に再開されたことを確認します。 

 

 

 

 


